真岡市入札心得（自動販売機設置に係る市有財産の貸付）

共通事項

１．趣旨
　　この心得は、真岡市が発注する自動販売機設置に係る貸付の入札参加者が守らなければならない事項について定めたものです。　

２．関係法令等の遵守
　　入札参加者は、地方自治法、同施行令、真岡市財務規則その他関係法令並びにこの心得を遵守してください。

３．公正な入札の確保
　　入札参加者は、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和２２年法律第５４号）等に抵触する行為を行ってはなりません。

４．契約書の提出
（１）落札者は、発注担当課が提示した契約書を指定された期限までに直接担当課に提出してください。
（２）落札者が期限内に契約を締結しないときは、その落札は効力を失います。

５．談合情報に対する対応
　　入札に関し談合情報が寄せられた場合、入札を延期又は中断し、当該入札参加者を対象に事情聴取を行います。調査の結果、談合の事実が確認されれば、当該入札を無効とします。

６．暴力団員等の排除
　　市が発注するすべての契約から暴力団員等の排除を徹底するため、請負者が暴力団員等による不当要求又は業務妨害を受けた場合は、警察への通報・捜査協力及び発注者への報告を義務付けるものとし、これを怠った場合には指名停止措置を講じることとします。

７．無断で応札しなかった場合の取扱い
入札参加申請書を提出された一般競争入札において、入札辞退届出を提出せず無断で入札を行なわなかった場合、無断で辞退した者は市が提出を求めた日の翌日から２日以内に理由書を提出するものとします。
なお、入札執行者の判断により、特に、悪質と判断される場合などは、真岡市入札契約審査委員会において審議対象となりますので、このようなことがないよう十分御留意いただき、止むを得ず入札を辞退される場合は、必ず「入札辞退届」を提出していただきますようお願いいたします。

８．入札結果閲覧
　　真岡市ホームページ http://www.city.moka.lg.jp/　をご利用ください。
入札予定・結果
　　　　真岡市ホームページ＞しごと・産業「入札」＞「入札情報」

９．その他
　　この心得は、原則的な入札・契約について定めたものであり、別に指定があるときは、案件ごとの公告文等が優先します。


注意事項

１．予定価格
　　本案件に係る入札は、原則として予定価格を非公表とします。

２．仕様書に対する質問及び回答
仕様書の内容に疑義がある場合は、文書にて説明を求めることができます。入札公告に記載された質問締切日の午後４時までに、入札公告に記載の発注担当課にファックス、メール又は持参により提出してください。ファックス、メールによる場合は必ず電話連絡により到達確認をしてください。質問締切日の翌々日（市の休日を除く。）までに入札参加者全員にファックスで回答します。

３．入札参加
（１）入札参加者は、仕様書を熟知のうえ入札に参加ください。
（２）入札参加者は、入札公告に記載された時刻までに、指定された場所に参集してください。

４．入札保証金
　　入札保証金は、免除とします。

５．入札執行
入札書の記載方法と提出方法は次のとおりです。提出する前に誤りがないか十分確認してください。記入例参照のこと。
（１）入札書は、真岡市様式を使用してください。
（２）入札参加者は指定の日時に指定の場所において入札書を提出してください。なお、指定した時刻までに入札会場に入場しない者は失格とし、その入札に参加することができません。
（３）代理人が入札する場合、案件ごとに委任状を提出する必要があります。この場合、入札書には入札参加者の所在地、商号又は名称及び代表者の記名押印のほか、代理人が記名押印しなければなりません。
（４）入札書は、鉛筆その他消えやすい用具を使わず、丁寧に記入してください。
（５）入札書に記載する貸付料率は、アラビア数字（１、２、３・・・）を用いて正確に記入してください。また、誤って記入したときは、貸付料率を訂正しないで新しい入札書を使用してください。
（６）入札参加者は、他の入札参加者の代理をすることはできません。
（７）代理人は、同一入札について２人以上の入札者を代理することはできません。
（８）入札回数は３回までとし、それによっても落札者がない場合は、随意契約に移行します。この場合随意契約の見積り回数は２回までとします。
（９）第１回目又は第２回目の入札において入札を辞退した者、入札が無効になった者又は失格となった者は、第２回目及び第３回目の入札に参加することはできません。
（１０）入札会場への入室は、各入札参加者１名とします。

６．入札書の引換え等の禁止
　　一度提出した入札書の書換え、引換え又は撤回をすることはできません。

７．無効となる入札
　次のいずれかに該当する場合は、当該入札を無効とします。
　①入札に参加する資格のない者がした入札
  ②代理人が委任状を持参しないでした入札
③入札書に所在地、商号又は名称及び代表者の記名押印がない入札
④代理人が入札する場合、代理人の記名押印のない入札書による入札
⑤入札書の貸付料率を訂正した入札
　⑥入札書の記載事項が不明瞭で判読できない入札　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　⑦同一の入札において他の入札者を兼ね、又は２人以上の代理をした者の入札
⑧入札に際して虚偽又は不正の行為があった入札
　⑨その他入札に関する条件に違反した入札
　　　　　
８．入札の辞退
（１）入札執行の完了に至るまでは、いつでも入札を辞退することができます。
（２）入札を辞退するときは、入札執行前にあっては入札辞退届を総務課契約検査係に直接持参し、又は郵送（入札日の前日までに到達するものに限る。）してください。入札執行中にあっては入札辞退届又はその旨を明記した入札書を入札執行者に提出してください。
（３）入札を辞退した者は、これを理由として以降の指名等について不利益な扱いを受けるものではありません。

９．開札
（１）開札は、入札公告に定めた場所及び日時において、入札終了後直ちに入札者立会いのもとで行います。
（２）開札にあたっては、原則として最高の貸付料率をもって申込みをした者とその率のみを発表しますので、内容に疑義のある方は即刻申し出てください。

10．落札者の決定方法
（１）開札の結果、貸付料率の制限の範囲内で最高の価格をもって入札した者を落札候補者とし、その場でお知らせします。
（２）落札候補者は、連絡を受けた日から５日以内(土日祝日を除く)に入札参加資格要件確認申請書及び確認書類を総務課契約検査係に提出してください。
（３）書類審査の結果、入札参加資格要件を満たしている場合は、当該落札候補者を落札者として決定します。
（４）書類審査の結果、要件を満たしていない場合は、次の順位者から適格者が確認できるまで審査を行います。



